
平成29年6月12日

東京都千代田区丸の内一丁目9番1号
大和証券投資信託委託株式会社

「目論見書」へのインデックスカットの実施について

当社は、投資家の皆さま向け資料のわかりやすさ向上に取り組んでおります。この一環として、交付目論見書に
インデックスカットを行うことといたしました。当初いくつかのファンドでスタートし、お客さまの声を集約して好評であれば
拡大をしていきたいと考えております。
引き続きお引き立てを賜りますよう、よろしくお願いいたします。

記

インデックスカットを行い、お客さまがご覧になりたい箇所を容易に開くことができるようにしました。

※インデックスカットとは、手帳やノートなどで、目的のページをみつけやすくする「インデックス」に切込みを入れる加工方法です。

以上

※インデックスを設けることで、お客さまがどのような項目が表示されているかをわかりやすくしていきます。
※ホームページに掲載する目論見書PDFにも、インデックスを記載いたします。
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①表紙レイアウトの変更
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2
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（ご参考）これまでの取り組み

資料の見やすさの向上にむけた、交付目論見書に関するこれまでの取り組みを紹介させていただきます。

1 表紙レイアウトを変更し、すっきり見やすいレイアウトにいたします。

2 UDフォントを採用し、書体を見やすく読み間違えにくくいたします。

3 ピクトグラムを使用し、弊社への照会先をわかりやすくいたします。

※ピクトグラムとは
理解しやすいように単純化したイラストの総称です。非常口の扉に駆け込む人のイラストなどがこれにあたります。

4 弊社ホームページへのアクセスを簡単にいたします。
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②「大和投資信託からのメッセージ」を記載

5 「大和投資信託からのメッセージ」を記載し、ファンド設定の趣旨および、どのようなお客さまに
購入いただきたいかを明示しました。

新規設定ファンドの目論見書表紙裏に、「大和投資信託からのメッセージ」を記載しました。

③ピクトグラムを採用
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ピクトグラムを使用し、注目いただきたい箇所を明示しました。

新規設定ファンドの目論見書の「投資リスク」「お申込みメモ」において、読む際にお客さまが注目できるように
ピクトグラムを記載しました。
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